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蒲田東特別出張所管内 

人 
 

口 

世帯数 30,579世帯 

令和 7年 1月 1日現在 

男 24,390名 

女 22,212名 

計 46,602名 
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➀公務員を選んだ理由 

前職では農林水産省で勤務していたのですが、その時は、

農山村の地域振興に興味があったので、仕事として、いわ

ゆる過疎地域に住む人たちの役に立ちたい想いがあって公

務員を選びました。 

➁国家公務員から地方公務員になった理由 

農林水産省時代に、県庁 

へ出向する機会に恵まれ県 

や市町村の職員が、生まれ 

育った地域の現在、未来の 

ために献身的に働いている 

姿勢に感銘を受け、自身の 

産まれ育った２３区でも、 

自身の経験のもと、地域の人と一緒に働きたいと思い、躊

躇なく転職しました。                           

➂管理職として人をまとめるときに心がけていること 

 自分がどのようなことを考えているかなどを伝え続け

ることを心がけています。 

例えば 二人は「ラーメン」といって何をイメージし

ますか。（佐々木さんは、醤油ラーメン、中川さんは、塩

ラーメンをイメージ。）一言で「ラーメン」といっても、                      

それぞれ、店の名前でもなく、インスタントラーメンの 

種類でもなく、味も違い

ますよね。仕事において 

は、業務に対するイメー 

ジが違うままで、それぞ 

れが自分のイメージで準 

備を進めると、区民のみ

なさんに迷惑をかけてしまうことがあります。なので、

まずは職員同士で、業務のイメージの認識を一致させる

ことが、とても重要だと、私は考えています。 

➀コロナ後の学校生活は如何ですか。 

佐々木さん：コロナ禍の時 

は学校に行けなかった時期 

があったので、今友達と学 

校で会えてとても楽しいで 

す。 

②タブレットを使っての授業はどうですか。 

中川さん：どちらかと言うと、黒板での授業が好きです。

調べ物や、パワーポイントを使用しての発表であればタ

ブレットも使いやすいと思います。 

③住んでいる地域の印象はどうですか。 

佐々木さん：地域に公園がたくさんあるのですが、中学

生になると、遊びに行くことはあまりなくなりました。 

中川さん：僕は縁日に友達と遊びに行くことはあります

が、行事に参加したことはほとんどありません。自分た

ちが小学校３年生あたりからコロナが流行して、そうい

った地域のイベントができなくなったようです。 

 

蒲田中学生の職場体験インタビュー記 

④職場体験で公務員を選

んだ理由はなんですか。 

中川さん：一番身近に感

じる職業で、区役所の方が

どんな仕事をしているか

興味がありました。 

⑤蒲田東特別出張所の印象はどうですか。 

中川さん：急な来客があったり、出張して会議や打ち合わ

せをしないといけないので、意外と体力のいる仕事をして

いるなと思いました。 

⑥編集委員に聞きたいことはありますか。 

中川さん：蒲田東特別出張所の印象を聞きたいです。 

編集委員：職員の皆様はフレンドリーでとても親しみや

すいです。地域の人たちとの結びつきが強くて、いつでも

私たちに笑顔で対応してくれます。 

大田区では、区立中学校等からの依頼を受け、職場体験を受け入れています。今回の地域情報紙「かまた東」で

は、令和６年１０月７日から３日間、蒲田東特別出張所で受け入れた蒲田中学校２年生の佐々木彩人さん、中川遥

輝さんの職場体験を取り上げました。体験の中で、蒲田東特別出張所井上所長へインタビューをしたり、また編集

委員からのインタビューを受けたり、二人は緊張しながらも一生懸命紙面作成に協力してくれました。二人の体験

記を３面に掲載しましたので、そちらも是非ご覧ください。 

 
井上所長への質問 編集委員からのインタビュー 
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が
り
ま
し
た
。 

子
供
神
輿
、
山
車
で
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
暑
い
な
か
で

も
大
き
な
声
で
「
わ
っ
し
ょ
い
！
わ

っ
し
ょ
い
！
」「
お
ー
え
す
！
お
ー
え

す
！
」
と
盛
り
上
げ
、
町
会
内
を
練
り

歩
き
ま
し
た
。 

夜
は
蒲
田
一
丁
目
公
園
で
盆
踊
り

大
会
。
踊
り
手
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い

踊
り
が
観
ら
れ
る
な
か
、
朋
栄
会
さ

ん
の
大
人
神
輿
が
戻
っ
て
来
て
、
お

祭
り
は
最
高
潮
で
し
た
。 

二
日
目
の
こ
ど
も
お
た
の
し
み
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
か
き
氷
、
焼
き

そ
ば
を
配
布
し
て
、
わ
な
げ
で
は
欲

し
い
も
の
が
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
る

子
ど
も
た
ち
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な

く
、
大
人
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。 二

日
間
と
も
お
天
気
に
恵
ま
れ
、

楽
し
く
も
熱
い
、
暑
い
、
お
祭
り
で
し

た
。 

         

あ
り
の
無
国
籍
の
カ
ー
ニ
バ
ル
状

態
。
フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
る
お
客
様
も
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
に
び
っ
く

り
！ 

 

ア
ル
ミ
の
べ
こ
べ
こ
の
き
ゅ
う
す

が
、
お
花
の
水
や
り
に
と
売
れ
た
時

は
「
エ
ー
ッ
。
売
れ
た
？
」
と
思
う
一

方
、
鍵
つ
き
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中

に
は
高
価
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
時
計

も
。
手
作
り
も
沢
山
。 

 

趣
味
の
ダ
ン
ス
歴
は
四
十
年
と
い

う
赤
松
さ
ん
。
ど
う
り
で
姿
勢
が
い

い
わ
け
で
す
。 

 

一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
？
お
気

に
入
り
の
お
宝
を
見
つ
け
る
の
は
、

マ
メ
に
お
店
を
の
ぞ
く
こ
と
。 

 
 熱

い
！
暑
い
！ 

秋
の
お
祭
り 

 
 
 

本
蒲
田
一
丁
目
町
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木 

寛
規 

 

九
月
十
四
日
（
土
）・
十
五
日
（
日
）

は
薭
田
神
社
の
例
大
祭
。
そ
の
日
程

に
合
わ
せ
て
、
私
た
ち
の
町
会
で
も

子
供
神
輿
、
山
車
、
朋
栄
会
さ
ん
に
よ

る
大
人
神
輿
、
盆
踊
り
、
こ
ど
も
お
た

の
し
み
会
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上 

る
♨
」
も
皆
様
を
お
迎
え
し
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
盛
り
上
げ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
温
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

            

地
域
に
愛
さ
れ
て
十
年
「
は
こ
は
こ
」 

 
 

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
脇 

多
恵 

 
南
蒲
田
三
丁
目
に
あ
る
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
「
は
こ
は
こ
」。
オ
ー
ナ

ー
は
、
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い

赤
松
節
子
さ
ん
。
東
糀
谷
の
空
き
工

場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
五
年
。
そ
の

後
、
糀
谷
駅
近
く
で
十
年
。
京
急
線
高

架
下
で
、
今
の
場
所
に
移
っ
て
十
年

の
歴
史
。
す
っ
か
り
地
元
に
根
付
い

て
い
ま
す
。 

 

月
決
め
で
借
り
ら
れ
る
Ｂ
Ｏ
Ｘ

は
、
ス
ペ
ー
ス
に
よ
り
一
ヵ
月
千
百

円
か
ら
二
千
八
百
円
。 

 

い
つ
も
常
連
さ
ん
で
に
ぎ
や
な
お

店
は
、
洋
服
あ
り
、
食
器
あ
り
、
玩
具

あ
り
の
無
国
籍
の
カ
ー
ニ
バ
ル
状

態
。
フ
ラ
ッ
と
立
ち
寄
る
お
客
様
も
、 

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ゆ
ー
シ
テ
ィ
ー
蒲
田
の
黒
湯
の
温
泉 

 
 

蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

康
太
郎 

 

「
ゆ
ー
シ
テ
ィ
ー
蒲
田
」
は
、
地
元

の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
黒
湯
の
温
泉
が

自
慢
の
銭
湯
で
す
。
銭
湯
ら
し
く
な

い
ビ
ル
型
の
建
物
で
す
が
、
地
下
深

く
か
ら
汲
み
上
げ
た
数
万
年
の
時
を

経
た
と
言
わ
れ
る
黒
湯
で
心
身
と
も

に
温
ま
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

光
熱
費
が
高
騰
す
る
今
、
お
風
呂

の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
も
注
目

さ
れ
、
コ
ス
パ
や
タ
イ
パ
を
重
視
す

る
方
に
も
最
適
で
す
。
併
設
の
Ｙ
Ｃ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
は
、
美
味
し
い
料
理
や

お
飲
み
物
を
楽
し
め
、
幅
広
い
年
齢

層
が
集
う
憩
い
の
場
に
。
ま
た
当
店 

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
黒
ま 

安
全
部
に
つ
い
て 

 
 

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会 

 
桜
井 

明 

私
が
町
会
の
手
伝
い
を
す
る
様
に

な
っ
た
の
は
、
小
学
校
時
代
か
ら
の

友
人
で
も
あ
り
、
町
会
で
地
域
安
全

部
長
を
し
て
い
た
小
川
さ
ん
（
故
人
）

で
し
た
。 

 

私
が
当
時
の
防
犯
部
の
副
部
長
を

引
き
受
け
て
二
年
が
過
ぎ
た
頃
、
町

会
長
の
交
代
が
有
り
小
川
さ
ん
が
町

会
長
に
就
任
さ
れ
、
当
時
の
交
通
部

長
さ
ん
が
一
身
上
の
都
合
で
町
会
を

後
に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
川
さ
ん
が
新
町
会
長
に
就
任
さ

れ
た
際
に
、
私
に
地
域
安
全
部
長
と

交
通
部
長
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ

う
依
頼
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
地

域
安
全
部
長
と
交
通
部
長
の
兼
務
の

大
変
さ
は
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
当
初
は
お
断
り
し
て
の
で
す
が
、

熱
心
な
勧
誘
も
あ
り
、
引
き
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
安
全
部
と
交
通
部
の
部
長
を

引
き
受
け
て
か
ら
二
年
が
過
ぎ
た

頃
、
二
部
の
呼
称
に
よ
る
煩
雑
さ
も

発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
域
安

全
と
交
通
安
全
を
統
合
す
る
事
を
思

い
つ
き
、
そ
の
部
の
呼
称
を
安
全
部

に
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
も

『
安
全
部
』
と
し
て
地
域
の
活
動
を 

地域情報紙かまた東 令和７年（２０２５）年２月２８日 
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笑顔いっぱい赤松さん 

ゆーシティー蒲田ののれん 

ゆーシティー蒲田のマスコット 

黒湯の黒まる♨ 

薭田神社の例大祭 

C HISATO INOUE 
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さ
ま
で
物
産
販
売
は
完
売
。
売
り

上
げ
と
当
日
の
募
金
全
額
を
義

援
金
と
し
て
能
登
に
。 

 

音
楽
広
場
で
は
、
蒲
中
生
徒
の

ダ
ン
ス
や
東
蒲
中
生
徒
の
吹
奏

楽
演
奏
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る
。 

ス
テ
ー
ジ
で
は
蒲
小
生
徒
が

「
障
が
い
の
あ
る
方
の
災
害
時

の
避
難
の
方
法
」
と
の
テ
ー
マ

で
、
大
人
顔
負
け
の
研
究
発
表
。

ま
た
、
北
陸
中
日
新
聞
の
七
尾 

         

支
局
長
に
よ
る
能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
生
々
し
い
現
地
レ
ポ

ー
ト
が
あ
っ
た
。
改
め
て
被
災
の

凄
ま
じ
さ
に
息
を
の
ん
だ
。 

 

初
の
会
場
で
あ
る
Ｐ
ｉ
Ｏ
で

の
「
第
七
回
ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
」。

主
目
的
で
あ
る
防
災
意
識
の
向

上
と
地
域
の
絆
づ
く
り
、
そ
し
て

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
十
分
に
楽
し 

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た 

よ
う
だ
。 

最
後
に
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
支
え
て
く
れ
た
実
行
委
員

と
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
を
讃

え
た
い
。
初
め
て
経
験
す
る
場

面
が
多
か
っ
た
今
回
、
自
分
の

守
備
範
囲
を
越
え
て
、
相
互
に

助
け
合
っ
て
活
動
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
大
震
災
が
起
き

た
時
、
こ
の
動
き
と
、
そ
れ
を

支
え
る
マ
イ
ン
ド
が
自
然
体

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
。
頼
も
し
き
仲
間
た
ち

に
感
謝
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
が
、
毎
年
多
く
の
人
た
ち
に

待
望
さ
れ
る
蒲
田
東
地
区
の

名
物
行
事
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。 

 

職
場
体
験
を
振
り
返
っ
て 

 

蒲
田
中
学
校 
二
年 

 

 
 

 
 

 
 

中
川

な
か
が
わ 

遥は
る

輝き 

 

今
回
は
僕
が
蒲
田
東
特
別

出
張
所
の
職
場
体
験
を
や
っ

て
み
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え

ま
す
。 

 

僕
は
、
公
務
員
は
一
人
で

も
く
も
く
と
作
業
を
し
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
職
場
体
験

で
、
公
務
員
は
み
ん
な
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

あ
い
作
業
し
て
い
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り
、
意
外

と
楽
し
い
雰
囲
気
だ
と
感
じ

ま
し
た
。 

 
 

        

僕
が
井
上
所
長
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
時
に
心
に
残

っ
て
い
る
言
葉
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
、

行
き
詰
る
こ
と
が
な
い
と
い

う
言
葉
で
す
。
一
人
で
仕
事 

は
で
き
な
い
し
、楽
し
い
雰

囲
気
に
す
る
た
め
に
挨
拶

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

僕
の
夢
は
運
動
に
関
す

る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
か
ら
積

極
的
に
話
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、

今
回
の
職
場
体
験
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
、目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

        

職
場
体
験
を
振
り
返
っ
て 

蒲
田
中
学
校 

二
年 

 
 

 

佐
々
木

さ

さ

き 

彩
人

あ

や

と 

今
回
は
僕
が
職
場
体
験

で
蒲
田
東
特
別
出
張
所
に

行
く
前
と
後
の
公
務
員
へ

の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
ま
す
。 

職
場
体
験
に
行
く
前
は

公
務
員
と
い
え
ば
警
察
官

や
消
防
士
な
ど
、体
力
を
使 

う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
区
役 

所
の
仕
事
は
体
力
を
使
わ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

区
役
所
の
仕
事
で
も
、
イ
ベ

ン
ト
に
向
け
て
長
時
間
話
し

合
い
を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

後
の
片
付
け
な
ど
で
た
く
さ

ん
の
荷
物
を
運
ん
だ
り
と
、

か
な
り
体
力
を
使
う
な
と
思

い
ま
し
た
。 

僕
は
井
上
所
長
の
話
を
聞

い
た
中
で
、
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

僕
も
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
職
業
に
就
き

た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。 僕

は
将
来
、
警
察
官
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
職
場
体
験
で
公
務
員

の
仕
事
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と

接
す
る
仕
事
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。 

中
学
生
の
思
い
と
決
意

令和７年（２０２５）年２月２８日 

第６４号に掲載しました「中学生の思いと決意」の記事におきまして、氏名の誤りがありました。 誤→西嶋 歩陸  正→西嶋 歩睦  

区民の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。 

東京消防庁音楽隊 

カラーガーズ隊 

実行委員長による挨拶 

町会の方とのふれあい 

井上所長と写真撮影 

ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 

衞え

藤と
う 

武た
け

近ち
か 

       

 

東
京
消
防
庁
音
楽
隊
が
奏
で

る
ア
ン
コ
ー
ル
曲
「
負
け
な
い

で
」
が
終
わ
る
こ
ろ
。
会
場
内

に
設
け
ら
れ
た
各
ブ
ー
ス
は
既

に
人
、
人
、
人
。
予
想
を
大
き
く

超
え
る
来
場
者
で
会
場
が
賑
わ

っ
た
。 

お
な
じ
み
の
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
、
災
害
時
に
役
立
つ
新
聞
紙

で
の
ス
リ
ッ
パ
作
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
作
り

等
々
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、

懸
命
に
課
題
に
挑
戦
す
る
ち
び

っ
子
達
。
そ
の
様
子
を
笑
顔
で

見
守
る
保
護
者
達
。
能
登
半
島

復
興
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と

開
設
し
た
特
産
品
売
り
場
で

は
、
ブ
ー
ス
を
二
重
、
三
重
に

取
り
巻
く
盛
況
ぶ
り
。
お
か
げ 

第
七
回
ま
も
り
ん
ピ
ッ
ク
蒲
田
東 

～
能
登
半
島
復
興
支
援
～ 

 

ブースエリアで 

楽しむ人たち 

取材場所へ移動中のふたり 
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第６５号 

  

編
集
委
員
紹
介 

編
集
委
員
長 

 
 

 

蒲
田
三
丁
目
町
会 

 
 

山
崎
礼
子 

副
編
集
委
員
長 

 
 

蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

 

杉
山
敬
次
郎 

編
集
委
員 

東
蒲
田
一
丁
目
町
会 

 

笠
原
信
子 

 
 

 

東
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

田
村
和
夫 

東
蒲
田
二
丁
目
町
会 

 

落
合
武
弘 

 
 

東
蒲
田
二
丁
目
南
町
会 

塩
野
賢
一 

南
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

大
脇
多
恵 

 
 

 

南
蒲
田
二
丁
目
町
内
会 

高
田
和
男 

南
蒲
田
三
丁
目
町
会 

 

秋
成
京
子 

 
 

 

蒲
田
二
丁
目
東
町
会 

 

鴨
井
従
雄 

蒲
田
二
丁
目
自
治
会 

 

菊
地
規
起 

 
 

 

京
浜
蒲
田
町
会 

 
 
 

加
藤
郁
夫 

蒲
田
四
丁
目
町
会 

 
 

小
倉
孝
子 

 
 

 

蒲
田
本
町
二
丁
目
町
会 

遠
藤
末
子 

本
蒲
田
一
丁
目
町
会 

 

鈴
木
寛
規 

 
 

 

蒲
田
東
口
町
会 

 
 
 

赤
沢
伸
吾 

蒲
田
五
丁
目
南
町
会 

 

佐
藤
愼
一
郎 

 
 

蒲
田
公
団
自
治
会 

 
 

岡
﨑
幸
夫 

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会 

福
島
麻
美
子 

蒲
田
本
町
一
丁
目
町
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

船
田

ふ

な

だ 

勝
子

か

つ

こ 

 
 

     

蒲
田
本
町
一
丁
目
に
来
て
か
ら

も
う
六
十
年
。
そ
の
頃
こ
の
辺
り

は
、
ま
だ
畑
が
有
り
、
近
く
に
小
川

が
流
れ
て
い
た
。
高
い
建
物
も
殆
ど

無
く
、
一
軒
一
軒
と
の
間
が
あ
っ

た
。
私
の
家
の
前
は
、
新
宿
小
の
角

か
ら
バ
ス
通
り
の
道
路
迄
、
初
代
会

長
の
高
島
邸
宅
で
、
庭
に
は
大
き
な

池
が
あ
っ
た
。
二
百
坪
以
上
は
あ
る

土
地
だ
ろ
う
か
。
今
は
そ
こ
に
二
十

軒
の
家
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。
因
み

に
、
隣
は
二
代
目
会
長
の
鈴
木
房
次

郎
さ
ん
宅
で
、
今
は
、
Ｉ
さ
ん
Ｈ
さ

ん
宅
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
バ
ス
通

り
の
商
店
街
も
色
々
な
お
店
が
あ

り
、
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。
八
百
屋

に
魚
屋
、
衣
料
品
店
、
レ
コ
ー
ド
屋
、

ソ
バ
屋
、
パ
ン
屋
等
々
。
揚
げ
た
て

の
コ
ロ
ッ
ケ
が
美
味
し
か
っ
た
な

あ
ー
。
長
い
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
挟
ん

で
、
そ
の
ま
ま
「
ガ
ブ
リ
」
と
。
そ

う
そ
う
そ
の
隣
に
あ
っ
た
城
南
信

金
蒲
田
本
町
支
店
が
今
有
る
土
地

に 

は
、
長
い
事
空
地
に
な
っ
て
い
て
、
そ

こ
で
子
ど
も
達
は
、
相
撲
を
取
っ
た

り
、ボ
ー
ル
遊
び
を
し
て
遅
く
迄
遊
ん

で
い
た
。 

 

船
田
は
、
長
男
と
言
う
事
も
有
り
、

今
の
土
地
に
住
む
様
に
な
っ
た
。
私
は

そ
の
頃
小
岩
に
住
ん
で
い
て
、
仕
事
の

関
係
で
付
き
合
う
事
に
な
っ
た
時
、
神

奈
川
県
と
の
県
境
蒲
田
と
、
千
葉
県
と

の
県
境
小
岩
に
住
ん
で
居
り
、真
ん
中

で
会
お
う
と
言
う
事
で
フ
ラ
ン
ク
永

井
の
唄
に
習
い
「
有
楽
町
で
逢
い
ま
し

ょ
う
」
と
、
デ
ー
ト
は
日
比
谷
公
園
が

多
か
っ
た
。
そ
の
船
田
も
浅
学
菲
才
な

老
婆
に
な
っ
た
私
が
、
今
度
新
会
長
に

就
任
し
た
事
を
知
り
、
何
と
シ
ョ
ッ
ク

で
向
こ
う
で
二
度
目
の
死
を
向
か
え

る
か
も
し
れ
な
い
。前
会
長
の
宮
武
幸

雄
氏
の
様
に
は
到
底
出
来
ま
せ
ん
が
、

何
事
も
顔
と
顔
を
合
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、話
し
合

い
を
先
頭
に
し
て
皆
様
に
お
力
を
頂

き
、
老
体
に
鞭
を
与
え
、
心
に
愛
を
与

え
な
が
ら
、力
一
杯
お
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
も
う
け
の
人
生
、
毎
日

明
る
く
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環 

大
田
区
蒲
田
清
掃
事
務
所
長 

 

岡
本
輝
之 

 

本
年
四
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分

別
収
集
が
区
内
全
域
で
は
じ
ま
り
ま

す
。 石

油
か
ら
作
ら
れ
る
安
価
で
便
利

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
す
が
、
使
い
捨

て
さ
れ
や
す
く
、
ご
み
と
し
て
焼
却

す
る
と
石
油
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
が
大
気

中
に
大
量
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
使
い

終
わ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
資
源
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
を
は
じ
め
と
し
た
、
環

境
へ
の
負
荷
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

区
は
、
令
和
四
年
十
一
月
か
ら
一

部
地
域
で
開
始
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
回
収
を
令
和
七
年
四
月
か
ら

区
内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
可

燃
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
、
新
た
に
設
定
す
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
曜
日
に
回
収
し

ま
す
。 

回
収
対
象
と
な
る
の
は
①
汚
れ
て
い

な
い 

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
け
で
で
き

て
い
る 

③
一
辺
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
未
満
の
も
の
の
三
つ
の
条
件
を

全
て
満
た
す
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
集
積
所
に
出

す
際
に
、
軽
い
汚
れ
が
あ
る
場
合
は
、

水
で
二
～
三
回
す
す
ぐ
な
ど
、
食
べ

か
す
な
ど
の
固
形
物
を
取
り
除
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
全
て
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ま
と
め
、
中
身
の

見
え
る
袋
（
半
透
明
可
）
か
、
九
十
リ

ッ
ト
ル
以
下
の
ふ
た
つ
き
容
器
に
入

れ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
曜
日
当

日
の
午
前
八
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

令
和
四
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し 

た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進 

法
」
に
よ
り
、 

あ
ら
ゆ
る
プ 

ラ
ス
チ
ッ
ク 

に
つ
い
て
、 

社
会
全
体
で 

資
源
循
環
の 

取
組
み
を
進 

め
て
い
く
こ 

と
に
な
り
ま 

し
た
。
限
り 

あ
る
資
源
を 

守
り
、
持
続 

可
能
な
未
来 

へ
つ
な
げ
る 

た
め
、
ご
協 

力
を
お
願
い 

い
た
し
ま
す
。 
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       「蒲田地域」→「蒲田東特別出張所」→「地域情報紙」をクリック 

蒲田本町一丁目 

町会の山車 

プラスチック回収曜日 

集積所の区分け 回収曜日 

蒲田     １丁目～５丁目 月曜 

蒲田本町 １丁目～２丁目 月曜 

東蒲田   １丁目～２丁目 月曜 

南蒲田   １丁目～３丁目 土曜 

 

プラスチックとして回収できない物の例 

ハンガー 

汚れているもの、一部金属のもの、一辺 30cm以上のものは対象外 

 

サラダ油のボトル 

汚れている  フック部分が金属 


